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市政のうごき市政のうごき 市政のうごき市政のうごき

27 年度予算を
お知らせします

問い合わせ　財務課（℡  892・0121）

　

27
年
度
の
一
般
会
計
予
算
は
、

２
４
４
億
８
５
０
０
万
７
千
円

で
、
前
年
度
に
比
べ
て
13
億
４
５

２
１
万
３
千
円
、
５
・
８
％
の
増

と
な
っ
て
い
ま
す
。
予
算
が
26
年

度
か
ら
増
額
し
た
背
景
と
し
て
、

新
給
食
セ
ン
タ
ー
の
整
備
な
ど
に

係
る
費
用
や
、
障
が
い
者
自
立
支

援
な
ど
の
扶
助
費
が
増
加
し
た
こ

と
が
、
主
な
要
因
と
な
っ
て
い
ま

す
。

　　

26
年
度
と
比
較
し
て
、
市
税
が

１
億
８
４
０
８
万
５
千
円
、
地
方

交
付
税
が
２
億
３
０
０
０
万
円
減

額
し
て
い
ま
す
。
そ
れ
に
よ
り
、

歳
入
不
足
が
生
じ
る
た
め
、
基
金

か
ら
12
億
９
９
０
２
万
７
千
円
を

取
り
崩
す
こ
と
に
よ
り
補
う
予
算

と
な
っ
て
い
ま
す
。

　

厳
し
い
財
政
状
況
の
中
で
、
財

政
健
全
化
と
の
バ
ラ
ン
ス
も
考

え
、
限
ら
れ
た
予
算
で
最
大
限
の

効
果
を
発
揮
す
る
た
め
、
27
年
度

は
安
心
・
安
全
に
係
る
事
業
や
、

子
育
て
支
援
に
係
る
事
業
の
た
め

に
、
予
算
を
一
定
措
置
し
て
い
ま

す
。

　

具
体
的
に
は
、
小
・
中
学
校
の

校
舎
や
屋
内
運
動
場
の
防
災
機
能

強
化
の
た
め
に
１
億
１
０
５
６
万

円
、
通
学
路
に
防
犯
カ
メ
ラ
を
設

置
す
る
費
用
と
し
て
４
０
３
万
６

千
円
、
病
児
保
育
を
行
う
病
院
な

ど
に
対
す
る
補
助
金
と
し
て
８
７

７
万
７
千
円
、
民
間
保
育
所
の
定

員
増
に
伴
う
増
改
築
に
対
す
る
補

助
金
と
し
て
３
億
５
８
３
２
万
９

千
円
、
給
食
セ
ン
タ
ー
整
備
事
業

に
16
億
１
５
０
０
万
円
を
計
上
し

て
い
ま
す
。

会計区分 27年度
当初予算額（A）

26 年度
当初予算額（B）

増減額
（A－ B）

対前年度比
（A÷Ｂ）

一般会計（イ） 244億 8,500万 7千円 231億 3,979万 4千円 13億4,521万 3千円 105.8％

特
別
会
計

国民健康保険 98億2,865万 7千円 83億8,469万 5千円 14億4,396万 2千円 117.2％

下水道事業 19億3,408万 9千円 18億9,583万 3千円 3,825万 6千円 102.0％

介護保険 50億9,245万円 51億2,308万 3千円 △3,063万 3千円  99.4％

公共用地先行取得事業 3億737万 4千円 3億1,243万 2千円 △505万 8千円  98.4％

後期高齢者医療 10億6,309万 6千円 10億6,957万 4千円 △647万 8千円  99.4％

小計（ロ） 182億2,566万 6千円 167億 8,561万 7千円 14億4,004万 9千円 108.6％

合計（イ＋ロ＝ハ） 427億1,067万 3千円 399億2,541万1千円 27億8,526万 2千円 107.0％

水道事業会計（ニ） 28億4,344万 9千円 24億2,871万 7千円 4億1,473万 2千円 117.1％

総計（ハ＋ニ） 455億 5,412万 2千円 423億 5,412万 8千円 31億9,999万 4千円 107.6％

27 年度予算額

主な歳入の増減額

市税
個人市民税 1億 4,265 万 9千円の減

法人市民税 4,910 万円の減

地方消費税交付金（消費税増税により） 3億 8,000 万円の増

地方交付税 2 億 3,000 万円の減

国庫支出金
障害者自立支援給付費負担金 8,154 万 5千円の増

学校給食施設整備事業交付金 5,050 万円の増

府支出金
中学校給食促進事業補助金 9,350 万円の増

安心子ども基金特別対策事業
補助金 3億 1,851 万 6千円の増

繰入金 基金の取り崩し 4億 120 万 3千円の増

部署別の主な歳出
総務部・議会事務局
議会中継システム導入 1,054 万 6千円

地域社会部
防犯カメラ設置事業 403万 6千円

健やか部
民間保育所助成金 3億 5,832 万 9千円
病児保育事業 877万 7千円

環境部
太陽光発電システム設
置事業 2,761 万 5千円

都市整備部
星田北・星田駅北地区
土地区画整理事業 4,315 万 4千円

河川改修事業 3,250 万円
浸水対策事業 2,040 万円

学校教育部
小・中学校防災機能強化
事業 1億 1,056 万円

給食センター整備事業 16億 1,500万円
生涯学習推進部
総合体育施設防犯カメラ
整備事業 1,500 万円

放課後児童会整備事業 650万円
その他
臨時福祉給付金給付事業 6,600 万円
子育て世帯臨時特例給付
金給付事業 3,300 万円

歳 出 歳 入

衛生費

20 億 7,363 万 9 千円

民生費

100 億 4,368 万 5千円

総務費

24 億 6,499 万 6 千円

土木費

8 億 7,541 万 4 千円

その他

7 億 4,399 万 6 千円

公債費

36 億 7,488 万 9 千円

教育費

39 億 3,022 万 9 千円

消防費

6 億 7,815 万 9 千円

市税

89 億 5,816 万円

譲与税・交付金

16 億 1,600 万円国庫支出金

37 億 3,400 万 5 千円

府支出金

21 億 1,971 万 8 千円

市債

29 億 2,345 万円

その他

24 億 1,367 万 4 千円

地方交付税

27 億 2,000 万円

歳
出
予
算
の
内
容

交野市
の家計

簿を

のぞい
てみよ

う！

歳
入
予
算
の
内
容



27.05.01 (6)(7)27.05.01

市政のうごき市政のうごき 市政のうごき市政のうごき

執務室の配置が
変わりました

問い合わせ　総務課
（℡  892・0121）

介護保険制度が
変わります

問い合わせ　高齢介護課
（℡  893・6400）

　

介
護
保
険
は
、
３
年
ご
と
に
制

度
が
見
直
さ
れ
ま
す
。

　

27
年
度
か
ら
段
階
的
に
改
正
さ

れ
、
市
で
は
次
の
と
お
り
変
更
と

な
り
ま
す
の
で
、
ご
理
解
を
お
願

い
し
ま
す
。

■
主
な
改
正
点

▽ 

４
月
か
ら
、特
別
養
護
老
人
ホ
ー

ム
の
入
所
対
象
者
が
原
則
、
要

介
護
３
以
上
の
人
に
な
り
ま
す
。

た
だ
し
、要
介
護
１・
２
の
人
で
、

や
む
を
得
な
い
事
情
が
あ
る
場

合
や
27
年
３
月
末
ま
で
に
入
所

し
て
い
る
人
は
除
き
ま
す
。

▽ 

４
月
か
ら
、
施
設
に
お
け
る
居

住
費
な
ど
の
特
定
入
所
者
介
護

サ
ー
ビ
ス
費
の
う
ち
、
多
床
室

が
３
２
０
円
か
ら
３
７
０
円
に

な
り
ま
す
。

▽ 

８
月
か
ら
、
一
定
以
上
所
得
者

は
、
こ
れ
ま
で
原
則
１
割
だ
っ

た
利
用
者
負
担
割
合
が
、
２
割

に
な
り
ま
す
。

※ 

一
定
以
上
所
得
者
と
は
、本
人
の

合
計
所
得
金
額
が
１
６
０
万
円

以
上
で
、同
一
世
帯
の
65
歳
以
上

の
人
の
「
年
金
収
入
＋
そ
の
他

の
合
計
所
得
金
額
」
が
単
身
２

８
０
万
円
以
上
、
２
人
以
上
世

帯
３
４
６
万
円
以
上
の
人
で
す
。

▽ 

現
役
並
み
所
得
者
の
高
額
介
護

サ
ー
ビ
ス
費
の
限
度
額
が
、
月

額
３
万
７
２
０
０
円
か
ら
４
万

４
４
０
０
円
に
な
り
ま
す
。

※ 

現
役
並
み
所
得
者
と
は
、
同
一

世
帯
に
課
税
所
得
１
４
５
万
円

以
上
の
65
歳
以
上
の
人
が
い

て
、
収
入
が
単
身
３
８
３
万
円

以
上
、
２
人
以
上
５
２
０
万
円

以
上
の
人
で
す
。

▽ 

８
月
か
ら
、
施
設
入
所
者
の
食

費
・
居
住
費
な
ど
の
特
定
入
所

者
介
護
サ
ー
ビ
ス
費
が
、
住
民

税
非
課
税
世
帯
で
も
①
世
帯
分

離
し
て
い
る
配
偶
者
が
住
民

税
課
税
②
住
民
税
非
課
税
世

帯
（
世
帯
分
離
し
て
い
る
配
偶

者
も
非
課
税
）
で
も
、
預
貯
金

な
ど
が
単
身
１
千
万
円
、
夫
婦

で
２
千
万
円
を
超
え
る
い
ず
れ

か
の
場
合
は
、
サ
ー
ビ
ス
を
受

け
る
こ
と
が
で
き
な
く
な
り
ま

す
。
ま
た
、
居
住
費
な
ど
の
特

定
入
所
者
介
護
サ
ー
ビ
ス
費
の

う
ち
、
介
護
老
人
福
祉
施
設
と

短
期
入
所
生
活
介
護
の
多
床
室

は
、８
４
０
円
に
な
り
ま
す
。

■
要
支
援
１
・
２
の
対
象
者

　

要
支
援
１
・
２
の
人
を
対
象
と

し
た
訪
問
介
護
と
通
所
介
護
は
、

29
年
４
月
１
日
か
ら
、
市
が
行
う

「
介
護
予
防
・
日
常
生
活
支
援
総

合
事
業
」
と
な
り
、
現
行
サ
ー
ビ

ス
も
含
め
、
よ
り
身
近
な
介
護
予

防
サ
ー
ビ
ス
が
提
供
さ
れ
ま
す
。

■
27
・
28
年
度
の
介
護
保
険
料

① 

第
１
号
被
保
険
者
の
保
険
料
負

担
割
合
が
、
21
％
か
ら
22
％
に

変
更
と
な
り
ま
す
。

② 

保
険
料
段
階
対
象
者
の
範
囲
や

保
険
料
な
ど
が
、
下
表
の
と
お

り
と
な
り
ま
す
。
ま
た
、
第
1

段
階
の
保
険
料
は
、
給
付
費
の

５
割
に
加
え
て
別
枠
で
も
公

費
を
投
入
し
、
保
険
料
軽
減
を

行
っ
て
い
ま
す
。

■ 

仮
徴
収
の
開
始
・
変
更
の
お
知

ら
せ（
暫
定
期
間
中
）

　

特
別
徴
収
（
年
金
天
引
き
）
の

人
の
４
・
６
・
８
月
の
保
険
料
は
、

前
年
度
中
の
所
得
が
未
確
定
の
た

め
、
暫
定
的
に
前
年
度
の
保
険
料

段
階
を
基
に
仮
徴
収
を
し
ま
す
。

　

次
の
対
象
者
に
は
、４
月
に
仮
徴

27・28年度第1号被保険者の介護保険料段階表（29年度は未定）
段階 対象者 年間保険料

１
生活保護受給者、世帯全員が市民税非課税で老齢
福祉年金受給者 27,540 円

世帯全員が市民税非課税で、かつ
前年の本人の合計所得金額と課
税年金収入額の合計が

 80万円以下

2  80 万１円以上
 120 万円以下 39,720 円

3  120万１円以上 45,840 円
4 世帯の誰かに市民税が課税され
ているが本人は市民税非課税
で、前年の本人の合計所得金額
と課税年金収入額の合計額が

 80万円以下 55,020 円

5  80 万 1円以上 　61,080 円
　（基準額）

6

本人が市民税課税で、前年の合
計所得金額が

 120 万円未満 73,320 円

7  120 万円以上
 190 万円未満 79,440 円

8  190 万円以上
 200 万円未満 91,620 円

９  200 万円以上
 350 万円未満 100,800 円

10  350 万円以上
 500 万円未満 109,980 円

11  500 万円以上
 650 万円未満 116,100 円

12  650 万円以上
 800 万円未満 119,160 円

13  800 万円以上 122,160 円

保険料の算出方法
【（①約157 億 1,531万円×② 22％＋③約 7
億 7,026 万円）－④約 2億 5,708 万円】÷⑤
98.5％÷⑥約6万6,000人≒⑦61,080円（年額）
①市で必要な介護サービスの総費用額（3年間）
② 65歳以上の人の負担割合
③調整交付金相当額
④準備金取り崩し額など
⑤収納率見込み
⑥市内に住む 65歳以上の人数（3年間）
⑦市の保険料基準額（年額、第 5段階）

収
の
通
知
書
を
送
付
し
て
い
ま
す
。

① 

保
険
料
の
徴
収
方
法
が
、
４
月

か
ら
特
別
徴
収
開
始
の
人

② 

保
険
料
が
６
月
と
８
月
以
降
に

変
更
が
あ
る
人

■
27
年
度
か
ら
の
計
画
を
策
定

① 「
交
野
市
高
齢
者
保
健
福
祉
計

画
及
び
第
６
期
介
護
保
険
事
業

計
画
」
〜
29
年
度

② 「
交
野
市
第
３
次
障
が
い
者（
児
）

福
祉
長
期
計
画
」
〜
32
年
度

③ 「
交
野
市
第
４
期
障
が
い
福
祉

計
画
」
〜
29
年
度

※
②
③
は
、障
が
い
福
祉
課

ひと・まち・しごと
創生総合戦略審議会
委員の募集

問い合わせ　秘書・政策企画課
（℡  892・0121）

　

交
野
市
ひ
と
・
ま
ち
・
し
ご
と

創
生
総
合
戦
略
は
、
こ
れ
か
ら
の

人
口
減
少
社
会
を
見
据
え
て
、
ど

の
よ
う
な
ま
ち
づ
く
り
を
し
て
い

く
の
か
、
市
の
方
策
を
定
め
る
も

の
で
す
。

　

市
民
の
み
な
さ
ん
の
意
見
を
幅

広
く
聞
き
反
映
さ
せ
る
た
め
に
、

調
査
や
審
議
を
す
る
審
議
会
委
員

を
募
集
し
ま
す
。

募
集
人
員　

５
人
以
内

任 　

期　

３
年
（
７
月
ご
ろ
に
任

命
の
予
定
）

応
募
資
格

　

次
の
ア
〜
エ
の
す
べ
て
に
該
当

す
る
人

ア
市
の
行
政
に
関
心
が
あ
る

イ 

平
日
に
開
催
さ
れ
る
会
議
（
月

１
回
程
度
）
に
出
席
で
き
る

ウ 

27
年
７
月
１
日
現
在
で
、
満
20

歳
以
上
70
歳
以
下

エ
市
内
在
住
の
人

※ 

交
野
市
議
会
議
員
・
交
野
市
職

員（
常
勤
の
み
）は
、応
募
不
可
。

応 

募
方
法　

次
の
①
②
を
持
参
か

郵
送
（
〒
５
７
６

－

８
５
０

１
〈
住
所
記
入
不
要
〉
秘
書
・

政
策
企
画
課
）

① 

応
募
理
由
＝
委
員
と
し
て
審
議

に
参
加
し
た
い
理
由
を
原
稿
用

紙
４
０
０
〜
８
０
０
字
以
内
で

記
述
（
書
式
自
由
）

② 

履
歴
書
＝
市
販
の
履
歴
書
な
ど

に
住
所
・
名
前
・
生
年
月
日
・

性
別
・
職
業
・
職
歴
な
ど
を
記

入
の
上
、
写
真
を
添
付

募 

集
期
間　

５
月
1
日
（
金
）
〜 

22
日
（
金
）〈
必
着
〉

※ 

選
考
委
員
会
に
お
い
て
委
員
を

選
考
し
、
応
募
者
に
は
６
月
初

旬
ご
ろ
に
選
考
結
果
を
通
知
し

ま
す
。
委
員
に
は
、
会
議
の

出
席
日
数
に
応
じ
、
市
の
規

定
に
よ
る
委
員
報
酬
（
日
額

９
５
０
０
円
）を
支
給
し
ま
す
。

※ 

委
員
の
名
前
は
公
表
し
、
そ
の

他
の
個
人
情
報
は
目
的
以
外
に

は
利
用
し
ま
せ
ん
。

　

４
月
１
日
に
行
っ
た
機
構
改
革

に
よ
り
、
執
務
室
の
配
置
が
変
わ

り
ま
し
た
。

　

変
更
後
の
配
置
は
、
本
館
２
階

が
下
図
の
と
お
り
で
す
。

市
役
所
本
館
２
階

▽ 

秘
書
・
政
策
企
画
課
、財
務
課
、

財
産
管
理
課
、土
地
開
発
公
社
、

総
務
課
、情
報
課
、人
事
課
、行

政
委
員
会
事
務
局
、
臨
時
福
祉

金
・
子
育
て
世
帯
臨
時
特
例
給

付
金
給
付
事
業
推
進
室

市
役
所
別
館
２
階

▽ 

開
発
調
整
課
、
都
市
計
画
課
、

下
水
道
課
、環
境
衛
生
課

階
段

第
１
会
議
室

臨
時
福
祉
金
・
子

育
て
世
帯
臨
時

特
例
給
付
金
給

付
事
業
推
進
室

第
３
会
議
室

階
段

行
政
委
員
会

事
務
局

（
土
地
開
発
公
社
）

人
事
課

情
報
課（
情
報
）

階
段

Ｏ
Ａ
室

市
長
室

秘
書
・

政
策
企
画
課

（
秘
書
）

副
市
長
室

財
産
管
理
課

総
務
課

情
報
課（
広
報
）

情
報
公
開

コ
ー
ナ
ー

エ
レ
ベ
ー
タ
ー

ト
イ
レ

【市役所本館 2階】

秘
書
・

政
策
企
画
課

（
企
画
）

財
務
課

投
票
結
果

当日有権者数 61,462 人

投票者数 28,244 人

投票率 45.95％

有効得票数 27,358 票

無効票 886 票

　４月 12日（日）に行われた大阪府議会議員選挙の交野市における結果は下表のとおりです。

大阪府議会議員選挙の結果

問 い合わせ　選挙管理委員会事務局（℡  892・0121）

開
票
結
果

立候補者氏名（所属政党） 得票数

当選　松本直高（自由民主党） 11,578 票

　　　山本景（無所属） 7,869 票

　　　坂野光雄（日本共産党） 5,651 票

　　　藤本安男（無所属）　　　 2,260 票
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市政のうごき市政のうごき

約
時
期
に
関
係
な
く
、
予
約
サ

イ
ト
業
者
に
手
配
料
が
発
生
し

ま
す
。
ま
た
、
日
本
の
ホ
テ
ル

の
解
約
基
準
が
、
世
界
共
通
で

も
あ
り
ま
せ
ん
。

　

さ
ら
に
、
海
外
に
営
業
拠
点

を
置
く
旅
行
業
者
の
場
合
、
そ

の
拠
点
の
法
律
に
基
づ
く
こ
と

が
一
般
的
で
、日
本
の
消
費
者
保

護
の
法
律
は
適
用
さ
れ
ま
せ
ん
。

　

最
近
、
営
業
拠

点
を
海
外
に
置

き
、
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
を
活
用

す
る
こ
と
で
国
境
を
越
え
て
、

航
空
券
や
ホ
テ
ル
な
ど
を
手
配

す
る
事
業
者
（
海
外
Ｏ
Ｔ
Ａ
）
と

の
ト
ラ
ブ
ル
が
増
え
て
い
ま
す
。

　

観
光
庁
は
、
Ｏ
Ｔ
Ａ
ガ
イ
ド

ラ
イ
ン
を
策
定
中
で
す
（
平
成

27
年
３
月
現
在
）。
消
費
者
自

身
も
サ
イ
ト
に
記
載
さ
れ
て
い

る
内
容
を
よ
く
読
み
、
確
認
す

る
こ
と
が
重
要
で
す
。

　

イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
の

海
外
旅
行
業
者
サ
イ
ト

で
ホ
テ
ル
を
予
約
し
、
先
日
キ

ャ
ン
セ
ル
を
す
る
と
「
全
額
返

金
に
は
な
ら
な
い
」
と
い
う
メ

ー
ル
が
来
ま
し
た
。

　

日
本
の
ホ
テ
ル
な
ら
、
ま
だ

全
額
返
金
の
時
期
な
の
に
納
得

で
き
ま
せ
ん
。

　

今
回
、
差
し
引
か
れ

る
料
金
に
つ
い
て
、
予

約
サ
イ
ト
に
記
載
さ
れ
て
い
れ

ば
、
そ
れ
に
従
う
こ
と
に
な
り

ま
す
。

　

相
談
者
の
希
望
ど
お
り
の
ホ

テ
ル
を
手
配
し
た
時
点
で
、
解

ＱＡ

助
言

消費者相談
～海外ＯＴＡ（オンライン トラベル
エージェンシー）トラブルにご注意～

問 い合わせ　消費生活センター（ゆうゆ
うセンター1階、℡  891・5003）

青少年指導員の
みなさん

問い合わせ　青少年育成課
（℡  892・7721）

　

青
少
年
指
導
員
は
、
青
少
年
が

健
や
か
に
育
つ
よ
う
、
地
域
で
地

道
な
活
動
を
し
て
い
ま
す
。空
き

家
や
廃
屋
、
商
店
街
が
非
行
の
温

床
に
な
ら
な
い
よ
う
に
パ
ト
ロ
ー

ル
を
し
た
り
、
子
ど
も
会
や
Ｐ
Ｔ

Ａ
の
活
動
に
参
加
す
る
な
ど
、
青

少
年
に
関
わ
る
さ
ま
ざ
ま
な
活
動

を
行
っ
て
い
ま
す
。

　

今
年
度
も
、
地
域
住
民
や
各
種

団
体
の
み
な
さ
ん
の
協
力
・
参
加

を
得
て
、
子
ど
も
の
安
全
や
地
域

の
安
全
の
確
保
に
努
め
て
い
き
ま

す
。

　

今
年
度
の
青
少
年
指
導
員
の
み

な
さ
ん
は
、下
表
の
と
お
り
で
す
。

（
敬
称
略
）

一
中
ブ
ロ
ッ
ク

青山 蔦田元良 宮本仁志

私部
角田法子 北村安揮男

岡田伴昌 ―

行殿 前田優子 ―

向井田 山岸忠昭 井上順一

梅が枝 西崎善和 手操敏明

駅前住宅 相築良治 伊藤裕子

二
中
ブ
ロ
ッ
ク

倉治・浜の池
雲川浩幸 村田加津男

三輪勝美 中野貴雄

松塚
藤原誠之祐 井野善史

小島清子 ―

郡津
谷辻和彦 今堀半蔵

藤重章 秋山毅

幾野
田中修一 花田稔行

桜井健博 日野吉太郎

三
中
ブ
ロ
ッ
ク

星田
柳原喜代美 永井良典

小寺誠 藤田八代子

妙見坂 栗原義雄 松本實

南星台 中西隆清 谷川佳子

星田山手 花山駒市 上脇了知

妙見東 濱田聡 安西節代

星田西 村上定應 中村隆太郎

四
中
ブ
ロ
ッ
ク

寺 山添弘子 長谷川比呂子

森 森本雄二 木村陸司

天野が原町 桜田聡智 前波智満

私市 大西幸夫 大湾喜久男

私市山手 北嶋佐吉 菅田俊夫

藤が尾 林良夫 森田健太郎
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